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「新年のご挨拶」
　

 年賀広告
「参与会」
　

 年賀広告
「役員有志」
　

 森林技術センター
第５回「家と木材とシロアリの話」

 
「第５８回建築士会全国大会「石川大会」
 レポート」

 
「近畿建築祭「近畿アーキテクト」を
 開催しました」

 桜井支部
「姫路　書写山円教寺・姫路城　研修会」
　　

 生駒支部
あかりセミナー「快適生活にあかりの技あり」

 青年委員会
「三重県・奈良県建築士会青年委員会
 合同見学会」

 教育・女性・青年委員会
「三委員会合同見学会報告「岡山～鳥取」」

 お知らせ
「平成２８年新年大交歓会」他

大和神社（天理市新泉町）で毎年１月４日午
後に新しい年の邪悪を払い平穏と五穀豊穣を
願って　鎌倉時代の装束を付けた　宮司に続
いて　前弓の女性５人と後弓の男性５人と地
元中学生らに依る御弓祭が行われる　これは
弓馬術小笠原流の伝統的な儀式に則り行われ
　装束　用いる弓矢や射手等の所作すべて厳
格な決まりがある。古来武家において正月４
日の弓始の時に限って、行われ厳格な弓の儀
式 三  々  九  手 
さん ざん く て

 挟 
ばさみ

 式 が披露される。 射 
しき い

 筵 の上で順
むしろ

に弓を引く。風折鳥帽子を被り　小刀を帯し
浅沓を履く所作も大変優美である。的に的中
すれば参詣者から拍手や歓声が上がり、的奉
行は「当たり～」と声を上げる。的中得た射
手だけが数塚に的中を示す数串を立てる事が
許される。
＊大和神社は遣唐使が出発に際して旅の安全
を祈願し唐との交易の繁盛や学問の上達を
願ったと云う古社の由緒ある神社ですべて
の恵みと育み守る交通安全、商売繁盛、学
業成就の神様と慕われている。今から２０００
年前に創建された日本最古の神社。
 （写真・文　提供　出原　眞）
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新年のご挨拶

1

年　頭　所　感
（一社）奈良県建築士会

　 会　長　渕　上　徳　光

　新年あけましておめでとうございます。
　建築士会の皆様におかれましては健やかに初春をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。さて、本年の１月から国内に住む全
ての人に１２桁の番号を割り振るマイナンバー制度が本格運用さ
れます。制度の根幹は国民の社会保障と税、災害対策の三分野
での利用を始め、利便性を高めて信頼感を得るというものです
が、個人情報が流出しないかと逆に不信感を抱かれている方々
もいらっしゃるようです。
　不信感といえば、昨年発覚したマンションの杭打ちデータの
改ざん問題がありますが品質管理の強化、失われてしまった信
頼感の回復に、より一層の努力が必要になってきます。
　身近なところに目を向ければ私たちが住む街の中に空き家が
目立ち始めています。地域によっては現在７戸に１戸の割合で
存在し、２０３０年には３戸に１戸は空き家になってしまうという
驚愕の統計予想も聞かれます。様々な理由があるでしょうが住
民の高齢化が進み、子や孫が同居しなくなり住人が消えて家だ

けが取り残された結果なのでしょう。これらの問題も只々行政
に委ねるだけでなく私たち建築士も真摯に取り組まねばならな
い課題の一つです。
　そして、昨年は異常気象と騒がれ世界的にも大規模な被害を
もたらし、日本においては府県や市町村の境界を越えたボーダ
レスの被害があちこちで見受けられました。昨年に引き続き防
災、減災、そして復旧、復興と取り組まなければならない課題
が山積みです。私たち建築士会はこの様な様々な課題と正面か
ら向き合い懸命に努力を続けています。
　又、本会の事業面では第１７回景観デザイン賞（名称が変更さ
れるかもしれません）の募集、審査、表彰を行います。素晴ら
しい建築を見い出し表彰することで建築の専門家のみならず、
一般市民の方々にも建物、まちなみとは何かを考えて頂くきっ
かけとなれば幸いです。そして昨年に引き続き、歴史的建造物
の保全、活用に携わる専門家として育成されたヘリテージマネ
ージャーの活動も実施致します。
　また、多様な分野における建築士ならではの技能の研鑽はも
とより、その人間性をも含めた資質を高めていくと共に行政や
各種団体ともさらに連携協働し、建築士の職能を活かした社会
貢献に努めていきたいと考えます。本年も私たちは建築業界の
更なる発展を目指し、皆様と共に日々努力を重ねていきたいと
思っています。
　変わらぬご支援、ご指導を賜りますようお願い致しまして年
頭のご挨拶とさせて頂きます。

拠点として健康寿命を着実に延ばすことや、医療・介護・生活
支援サービス等を一体的に提供する地域包括ケアシステムの構
築などに取り組みます。また、道路、駅前広場、病院を一体的
に整備するなど、暮らしやすくにぎわいのあるまちづくりに市
町村と連携・協働して取り組みます。南部地域・東部地域では
「紀伊半島大水害からの復旧・復興」から「地域振興」へとス
テージを移し、「頻繁に訪れてもらえる地域、住み続けられる
地域」を目指します。
　次に、奈良の豊かな歴史・文化・自然は、世界的に見てもと
てもユニークなものです。奈良の資源を活用して奈良訪問リピ
ーターの増加を図ります。
　１月末には平城宮跡で「大立山まつり」を初めて開催するほ
か、本年も奈良公園などで「ムジークフェストなら」や「奈良
県大芸術祭」を開催します。首都圏や海外への観光プロモーシ
ョンなどにも積極的に取り組み、たくさんの観光客で賑わう奈
良をつくっていきます。
　また、県営プール跡地にホテルを核としたにぎわいの空間の
整備を進めるほか、「奈良県猿沢イン」での外国人観光客のお
もてなし向上を図るなど、観光地奈良の玄関口とも言える大宮
通り周辺をグレードアップする様々な取組を進めます。
　これからも、県民の皆さまのご意見やご提案にしっかり耳を
傾け、皆さまとともにより良い奈良の未来を築いていきたいと
考えております。
　皆さまの一層のお力添えを心からお願い申し上げて、新年の
挨拶といたします。

平成２８年

新年ごあいさつ
　　　　奈良県知事

 荒　井　正　吾

　奈良県建築士会会員の皆さま、明けましておめでとうござい
ます。平成２８年の年頭にあたり、皆さまのご健勝とご多幸を心
からお祈り申し上げます。
　昨年４月の知事選挙におきまして、２期８年の県政運営に多
くの県民の皆さまの評価をいただき、引き続き県政推進の重責
を担わせていただくことになりました。本年も、「住んで良し」
「働いて良し」「訪れて良し」の奈良県の実現に向け、県と市
町村との連携・協働による県勢発展のための「奈良モデル」を
推進し、本県独自の地方創生の実現に取り組んでいきたいと思
います。すべての県民の皆さまが、健やかで安心して暮らせる
まちづくりを進めてまいります。そのため、地域の医療提供体
制をさらに充実させます。南奈良医療総合センターが本年４月
にオープンするほか、県立医科大学附属病院Ｅ病棟、県総合医
療センターが順次完成する運びとなっています。
　健康や福祉の分野では、まほろば健康パークや健康ステーシ
ョン（橿原市、王寺町に設置）が大変好評ですので、これらを
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新年ご挨拶
　　　　奈 良 市 長

　 仲　川　げ　ん

　あけましておめでとうございます。
　奈良県建築士会会員の皆さまにおかれましては、清々しい初
春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年、本市では地方創生への取組といたしまして「女性が輝
くまち」「観光がうるおすまち」を重点目標とする「奈良市ひ
と・まち・しごと創生総合戦略」を策定し、子育て環境の充実、
観光の活性化、高齢者の健康長寿を基本目標としたところでご
ざいます。
　特に「健康長寿」への取組につきましては、高齢者がお持ち
の豊富な経験を生かし地域の担い手となっていただくことで生
きがいを持っていただき、ご本人、ご家族、そして医療費の負
担も少なくなる「三方良し」の施策をめざすものでございます。
　また、本年は、日本・中国・韓国の三か国が都市間交流・文
化交流によって相互理解をめざす国家的プロジェクト「東アジ
ア文化都市」の開催都市として本市が選ばれており、本市の魅
力を世界に発信できる絶好の機会となる年でもございます。

　本市が「住みたい」「訪れたい」と思っていただける「選ば
れるまち」となるために、本年も昨年以上に力を注いでまいり
ます。
　その「選ばれるまち」となるための取組のひとつとして、本
市に住んでおられる市民の生命、財産を守り、観光や仕事で本
市を訪れる人が、安全で安心できるような「災害に強いまちづ
くり」を進めていきたいと考えております。
　今後、必ず起こると言われている南海トラフ海溝型巨大地震
や、大規模な地震の発生に備え、住宅をはじめ、病院、店舗、
旅館等の不特定多数の人が利用する大規模な建物や学校、保育
所等の避難弱者が利用する大規模な建物を中心に、建物の耐震
化を促進することを目的として、本年四月には奈良市耐震改修
促進計画の改定をおこなうなど、今まで以上に災害に強い、安
全で安心できるまちづくりをめざします。
　そのためには、奈良県建築士会の会員の皆さまの協力が不可
欠です。
　会員の皆さまにおかれましては、建築物の耐震診断、耐震改
修設計や施工管理等におきまして、お持ちの専門分野の知識や
技術を存分に発揮していただき、ご尽力をいただけますように、
お願いいたします。
　どうぞ、本年も本市の市政になお一層のご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げますとともに、皆さまにとりまして、
新しい年が幸多き素晴らしい一年となりますよう祈念いたしま
して、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
　　　　橿 原 市 長

　 森　下　　　豊

　平成二十八年の年頭にあたり、奈良県建築士会の皆様におか
れましては、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。
　また、旧年中は本市の建築行政にご支援・ご協力を賜りまし
て厚く御礼申し上げます。
　近年、過去に例を見ない想定外の自然災害が非常に多く発生
しており、今後誰もが安全な環境で、安心して暮らせる安全・
安心なまちづくりの実現に向けて、邁進していかなければなり
ません。特に本市では、近いうちに発生が予想されている南海・
東南海地震に対し、阪神・淡路大震災のような大惨事を繰り返
すことなく、人命・財産の被害を最小限とする為、住宅の耐震
診断・改修を進めています。
　木造住宅の耐震性の向上は、地震防災上の最も重要な課題の

ひとつであり、社会ニーズでもあります。耐震診断の必要性を
市民の皆様に広く知って頂き、木造住宅の耐震改修計画・改修
工事の事業に対する普及啓発を粘り強く働きかけ、既存建築物
の質の向上に努め、耐震化の促進を図っていかなければならな
いと考えています。
　建築行政におきましては、昨年、建築基準法及び建築士法の
改正が行われました。今回の改正では、合理的かつ実効性の高
い確認検査制度を構築するため、構造計算適合性判定制度の見
直しや仮使用制度の見直し・民間開放など、手続きの円滑化が
図られており、奈良県建築士会の皆様におかれましても、引き
続きスムーズな法改正移行にご協力をお願いします。
　また、横浜市の分譲マンションにおける基礎杭に関する問題
は、日本の建築界全体に対する信頼を根底から揺るがす大きな
問題であり、この失われた信頼を一日でも早く回復し、建築物
の安全性を確保することが、行政の最重要課題であると認識し
ています。
　貴会におかれましては、これからも建築設計や工事監理業務、
また耐震診断・改修設計など専門分野の高度な技術で地域社会
の健全な発展にお力添えをいただくとともに、本市市政になお
一層の、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、奈良県建築士会のますますのご発展を
お祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
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年頭挨拶
　　　　生 駒 市 長

　  小 　
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 紫 
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　 雅 　 史 
まさ し

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　奈良県建築士会の皆様におかれましては、日頃から本県
の建築行政にご支援・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年は、東洋ゴム工業㈱による免震偽装問題や旭化成建
材㈱等によるくい施工データ流用問題が発覚し、県民の建
築物の安全性に対する信頼が揺らぐこととなりました。１０
年前の構造計算偽装問題に続き、建築業界からこのような
問題が起こったことは非常に残念なことだと考えています。
今後、国土交通省が設置した第三者委員会において、事件
の原因究明が行われ、このような事件が起こらないよう対
策が講じられることになると考えていますが、建築に携わ
る者一人一人が、日頃からしっかりとした意識を持ち業務

に励んでいくことが重要だと思います。
　また、現在、県では住宅・建築物の耐震診断及び耐震改
修の促進に係る施策の基本となる「奈良県耐震改修促進計
画」の改定を行っています。耐震化の促進のためには、ま
ず、住宅・建築物の所有者等が自らの問題として取り組む
ことが不可欠ですが、こうした所有者等の取り組みをでき
る限り支援し、地震に対する安全性の向上が図れるよう努
めてまいります。
　さらに、平成２７年度は奈良県建築士会をはじめとした県
内の建築関係団体と各特定行政庁で構成する「なら建築物
安全安心推進協議会」において「奈良県建築安全安心マネ
ジメント計画」の改定作業を行っているところです。県民
の生活・事業活動の基盤となる建築物の安全性を確保する
ため、平成３１年度までを実施期間として官民協働で推進す
べき施策や目標値を具体的に示すものです。改定しました
マネジメント計画の推進にも引き続きご協力をお願いいた
します。
　最後になりましたが、奈良県建築士会のますますのご発
展をお祈り申し上げまして、新年のご挨拶と致します。

新年のご挨拶
　　奈良県県土マネジメント部
　　まちづくり推進局建築課長

　 羽　山　　宏

　あけましておめでとうございます。旧年中は本市行政にご支
援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、本市におきましては、これまで、子育て支援施策や教
育環境の整備をはじめ、健康・福祉・医療に関する施策の実施、
都市基盤の整備や地球規模で取り組むべき環境問題への対応な
ど、本市の発展に必要となる施策について、積極的に取組を進
めてまいりました。
　その結果、東洋経済新報社が昨年実施されました「住みよさ
ランキング」において、関西３位・全国２７位という高い評価を
いただいております。
　また、昨年は、生駒市立病院や生駒北スポーツセンターがオ
ープンしたほか、常設の子育てサロン「みっきランド」がリニ
ューアルし、広く、より利用しやすくなるなど、明るい話題が

続きました。
　さらに、教育面においては、教育委員会委員の増員や公募の
導入、市民の皆様のご意見を教育大綱に反映させるための「た
けまるワークシップ」の開催など、社会で活躍できる人材を育
てるための取組が大きく進展した１年となりました。
　しかしながら、課題も少なくありません。高齢者の増加等に
より扶助費などの社会保障関係費は増加の一途をたどっており、
本市の財政も決して楽観できない状況にあります。また、市立
病院運営のさらなる充実、高山第二工区のあり方、女性の活躍
促進なども重要課題です。
　このような中、本年は、私が市長に就任し２年目の年となり
ます。これまでの本市の先進的な取組をさらに発展させるとと
もに、改革の意識も忘れずに、市民との協創に基づき、人口の
定着、流入促進や、地元が賑わうまちづくりを進めてまいります。
　私は常々「まちづくりはひとづくり」と考えています。まち
づくりの中心は“ひと”であり、“ひとづくり”こそが“まち
づくり”の基本であるという意識を持ち、市民の皆様との連携
を強化して、「日本一楽しく住みやすいまち、いこま」の実現
に向け、本年も職員とともに一丸となって全力を尽くしてまい
ります。
　引き続き皆様のお力添えを賜りますようよろしくお願い申し
上げ、私の年頭の挨拶とさせていただきます。
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　謹賀新年 （一社）奈良県建築士会参与会々員　

㈱　尾　田　組
　

奈良市高畑町７３８－２
　

緯０７４２－２６－６０１１

尾　田　芳　信

㈱　奥　村　組
（奈良支店）

奈良市高天町３８－３　　　　
　　　　　近鉄高天ビル

緯０７４２－２２－５００１

朝　日　　　務

大 倭 殖 産 ㈱
　

奈良市藤ノ木台１－２－１５
　

緯０７４２－４３－９１９１

矢　追　盛　賢

㈱　淺　沼　組
（奈良営業所）

奈良市三条本町４－３２　　
　　　　　　　　中室ビル

緯０７４２－２６－５２２５

大　西　宏　次

大日本土木㈱
（奈良営業所）

奈良市高天町３８－３　　　　
　　　　　近鉄高天ビル

緯０７４２－２２－３０７１

高　田　正　晃

清 水 建 設 ㈱
（奈良営業所）

奈良市大宮町７－１－３３　　
　　　　　奈良センタービル　

緯０７４２－３４－１５１０

前　田　秀　樹

㈱　崎　山　組
　

橿原市南八木町２－３－３５
　

緯０７４４－２２－２３５３

嵜　山　雅　由

㈱鍜治田工務店
（奈良本社）

御所市１５０－３
　

緯０７４５－６５－２１３１

鍜治田　八　彦

㈱ 平 成 建 設
　

橿原市曽我町３５２－４
　

緯０７４４－２２－３８００

吉　崎　雅　之

中 村 建 設 ㈱
　

奈良市三条大路１－１－４８
　

緯０７４２－３３－１００１

中　村　光　良

㈱　中　尾　組
　

桜井市桜井５５３－１
　

緯０７４４－４２－３５６７

中　尾　隆　成

㈱中和コンストラクション
　

桜井市桜井２８１－２２
　

緯０７４４－４２－９３１３

大　浦　基　嗣

㈱　森　下　組
　

吉野郡大淀町檜垣本１５８９
　

緯０７４７－５２－３５３５

森　下　秀　城

村 本 建 設 ㈱
　

北葛城郡広陵町平尾１１－１
　

緯０７４５－５５－１１５１

市　岡　　　武

松 塚 建 設 ㈱
　

宇陀市榛原福地６１０－１
　

緯０７４５－８２－１３７１

松　塚　幾　善

㈱ 槇 峯 建 設
　

高市郡高取町丹生谷１０６１
　

緯０７４５－６７－００８４

槇　峯　豊　美

㈱　山　上　組
　

奈良市鳥見町１－１－３
　

緯０７４２－４４－００６３

山　上　武　宏

4

 （５０音順）
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 （５０音順）

 明けましておめでとうございます 役員有志　

坂下建築設計事務所

天理市三島町１６７

０７４３－６２－０３０６

　

坂　下　恭　浩

今　西　工　務　店

宇陀郡曽爾村大字掛２５４番地

０７４５－９４－２５８８

　

今　西　清　秀

井上建築工房アルス

大和郡山市北郡山町１５８－６

大和第３ビル２０４

０７４３－５１－０２８６

井　上　慶　治

㈱　桝　谷　設　計

奈良市西ノ京町１０１－１

０７４２－３４－１４６１

中　元　綱　一

㈱　中　和　設　計

橿原市今井町２－１－１４

０７４４－２５－５３５６

中　谷　芳　一

㈱城田建築設計事務所

奈良市佐紀町１番地

０７４２－３３－５５８５

城　田　全　康

渕　 上　 設　 計

奈良市秋篠町７６５

０７４２－４７－４１００

渕　上　徳　光

㈱　福　本　設　計

奈良市大宮町６－４－２１

０７４２－３４－２８００

福　本　良　平

㈱　福　本　設　計

奈良市大宮町６－４－２１

０７４２－３４－２８００

西　峯　隆　司

㈱　モ　リ　タ　設　計

桜井市大字上之宮４１２－１

０７４４－４５－２３１４

森　田　恭　司

松　塚　建　設　㈱

宇陀市榛原福地６１０－１

０７４５－８２－１３７１

松　塚　幾　善

エ　ム　タ　ッ　ク

桜井市浅古９０３

０７４４－４５－１０９７

松　尾　憲　治
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１．はじめに
　木材に生じる劣化のうち、生物が原因で起こるものを
「生物劣化」と呼びます。腐朽は木材腐朽菌、蟻害はシロ
アリの食害によって起こされ、この２つは生物劣化の２大
巨頭です。親水性の有機物であるセルロースとヘミセルロ
ース、これにリグニンを加えた複合物質からなる繊維状多
孔質構造物であることが木材の多くの長所や短所の素因と
なっています。そしてこの長所と短所は表裏一体の関係に
あります。今回は木材をエサとし住処とする動物のうちの
代表選手といえるシロアリについて説明します。木材を建
築物に利用する上での基礎知識に加えるとともに、防除
（予防と駆除）対策にも役立てていただきたいと思います。

２．生態
　シロアリはアリの仲間ではなく、ゴキブリに近縁の昆虫
です。日本に生息するシロアリのうち、分布範囲が広く、
木材に大きな被害を与える重要な種はヤマトシロアリとイ
エシロアリです。以降ここで単にシロアリと記すときはこ
の両種を指します。このうち、ヤマトシロアリは北海道の
一部を除く日本全土に生息します。イエシロアリは房総半
島以西以南の沿岸部に分布し、北限は１月の平均気温４℃
の等温線に位置すると言われています。奈良県に生息する

のはヤマトシロアリです。両種はともに大きな階級社会を
形成する社会性昆虫で、女王夫妻を中心に、職蟻、兵蟻、
羽アリなどの階級が集団（コロニーといいます）を形成し
役割分担を行い生活しています。図１にヤマトシロアリの
兵蟻、職蟻、有翅虫（羽アリ）の写真を示します。このう
ち木材を食べるのは職蟻です。シロアリ防除に最も有効な
ポイントは早期発見です。以下に早期発見のポイントを示
します。

３．営巣場所
　イエシロアリやヤマトシロアリは地下シロアリと呼ばれ、
自然界ではエサとなる枯れ木や樹勢の弱った木の中、ある
いはその根元の地中に営巣し、そこからさらにエサを求め
て他のエサ場まで地中を移動します。シロアリは家の中に
も巣を作ります。ヤマトシロアリは、湿った木材しか食べ

ることができないので、家の中では、台所、風呂場など、
いわゆる水回りにあって常に濡れているような木材を食べ
ます。そのため床下を含め、比較的低い場所の木材が被害
を受けます。ただし、雨漏り等があれば高い場所でも被害
を受けることがあります。一方、イエシロアリは水を運ぶ
能力があるといわれており、やや乾いた木材でも食害対象
になります。よって、屋根裏のような高い場所にある木材
でも食害されます。
　これらの活動はすべて木の中、土の中、壁の中で行われ、
後述する群飛の時期を除けば、両者とも外界に姿を現すこ
とはありません。県内の古い民家の台所の茶箪笥からヤマ
トシロアリが出てきた例がありました。床下から床板まで
食害が進み、その上に茶箪笥が置かれていたのでした。こ
のように毎日使う茶箪笥でさえ、食害に気づかないことも
あります。しかし、家屋の床下とその外回り、そして庭に
目を凝らしてみてください。手がかりは比較的簡単に見つ
かります。

４．蟻道と食害形態
　シロアリは地中や地上で移動する際、蟻道と呼ばれる、
自分の排出物や土砂、食害木片などを吐液で練り、トンネ
ル状に加工した構造物を利用します。図２はこの蟻道を使
って家に侵入したと思われる例と崩した蟻道の中から職蟻
が出てきたところです。このように蟻道は特徴的で見つけ
やすく、シロアリ発見の有力な手がかりです。

　食害された後の木材にも特徴的な痕跡があります。シロ
アリは晩材部分を食べ残すため、晩材が薄く膜状に残りま
す（図３）。また、心材に耐蟻成分が多く含まれる樹種では
辺材部の早材だけを食べて心材を残します。庭を見渡し、
幹や枝に崩れた部分がある庭木や積まれたままの木材を裏
返して見てください。家の中では、まず床下の木材、次に
水回りにある木材を手やドライバーで押してみてください。
すぐにへこんだり、崩れて、上記のような状態が現れたな
らそれはシロアリの食害痕で、中から出てくる可能性も高
いです。

6

奈良県森林技術センター　増田勝則
第５回　家と木材とシロアリの話
木材の特長と色々な使い方

図１　写真左：ヤマトシロアリの兵蟻　写真右：職蟻と有翅虫

図２　写真左：地面から土台に上がってきた蟻道（図中矢印）
　　　写真右：蟻道の中にいた職蟻
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５．群飛
　コロニーの中では、春から夏のある時期になるとニンフ
と呼ばれる階級の個体群が羽アリとなり、巣の中から出て
きて一斉に飛び立ちます。図１の右の写真はまさに飛び立
つ前のものです。この行動を群飛と呼び、ヤマトシロアリ
では４月から５月の日中に、イエシロアリでは６月から７
月の夕暮れから夜にかけて行われます。群飛はシロアリ発
見の好機です。住むのに適した場所で、幸運に出会えたメ
スとオスは、新しい女王と王になって、新たなコロニーを
作ります。羽アリは住む場所に着くと羽を落とします。そ
の状態を虫眼鏡で確認してください。シロアリの触角は数
珠状、頭、胸、腹の間にくびれはなく寸胴です（図４）。

６．木材の含水率とシロアリ
　多くの場合、シロアリは家屋内では水回りや雨漏り箇所
など、常時水が供給され易い場所の木材を食害します。木
材の湿り具合の好みについては以下のような実験１）があり
ます。５～１０％（低）、８０～１００％（中）、１４０～１８０％（高）
の含水率に調整した木材を食べさせたところ、イエシロア
リは（中）含水率の木材を最も多く、ヤマトシロアリは
（中）（高）含水率材ともに多く摂食しましたが、（高）含
水率材をより多く摂食しました。一方、（低）含水率の木材
は両シロアリとも摂食量が少なかった、ということです。
この結果から、ヤマトシロアリのほうが木材含水率の好み
の幅が広く、より高い含水率の木材を好むということ、シ
ロアリの被害を軽減するには木材を乾燥した条件に保つこ
とが重要だということが分かります。

７．どこからくるか
　野外ではシロアリは、営巣場所から地中に蟻道をはりめ
ぐらせて、エサとなる他の木材を探し回ります。この習性
のため、私たちの家にも彼らは主に地面、床下からやって
来ます。多くは蟻道を構築しながら、束石から床束を経て
大引へ、あるいは布基礎から土台へと侵入し、他の構造部、

根太、柱等を食害していきます（図５）。また、堂々とポー
チを通じて玄関からというのもよくある進入路です。さら
に、羽アリが２階のバルコニーに飛来し、雨じまいの悪さ
から常に木材が濡れていたためにその場で繁殖した例も報
告されています。同様に水分の供給があれば、小屋組など
の屋根の構造材であっても食害されます。

８．防除の方法
　ここでは代表的な３つの防除法に絞って紹介します。薬
剤による土壌処理と、木材への薬剤処理およびベイト工法
です。土壌処理は薬剤を床下や建物周囲の土壌やコンクリ
ートに散布する防除法です。薬剤の加圧注入処理や塗布、
吹き付け等の表面処理は、床の構造物等、地面に近い部分
に施工される木材に対して、予防の目的で行います。一方、
既に食害中のシロアリに対し、駆除を目的とする場合は、
木材表面への薬剤塗布、吹き付けの他、材面に穿孔し、そ
こからノズルで薬剤を注入する方法が採られます。これら
の方法は薬剤にシロアリが接触あるいは近づけば有効な方
法ですが、比較的多くの薬剤を使用すること、巣本体を見
つけて処理しない限り別の場所が食害される可能性が残る
等の欠点があります。そこで、近年になって多く採用され
ている防除方法にベイト工法があります。ベイト工法は遅
効性の薬剤を混ぜたエサを集まって来た職蟻に食べさせ、
その職蟻が巣に帰って一度体内に取り込んだエサを他のシ
ロアリに分け与える習性を利用して駆除する方法です。こ
の習性により薬剤はコロニー内のシロアリ全体に広がって
いきます。給餌されなくなった兵蟻や女王や王も餓死する
ため、コロニーは壊滅します。薬剤も少量ですみますが、
効果が現れるまでには時間がかかります。活動の盛んな時
期のイエシロアリで１～３ヶ月程度、ヤマトシロアリでは
さらに期間を要する傾向にあります。

１）中山友栄：木材含水率とシロアリの摂食活性との関係，
木材工業，６０（８），３８８─３９１（２００５）
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図３　早材を食べ晩材を残した
　食害痕

図４　羽を落としたヤマトシロアリ
の羽アリ。この状態だと確かにゴ
キブリに似ている。

図５　シロアリの床下からの進入路（図中点線）。
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　第５８回建築士会全国大会「石川大会」が加賀百万石の歴
史と文化を今に受け継ぎ、数々の伝統工芸、伝統芸能や生
活文化を守り育て、旧来の伝統を継承するだけでなく、時
代の要求を取り入れ、進化しつつある、石川県の金沢市の
県立音楽堂で催されました。テーマは
「百万石の地で触れよう　未来をつなぐ　まちづくり」

　まず、式典前に、前金沢市長・山出保氏の記念講演です。
加賀藩初代藩主前田利家公が、金沢に入り築城を始めたの
が１５８３年、藩政は２８０年続きました。その間どの藩主も戦
いを避け、学問と美術工芸に力を注ぎました。明治維新以
降１５０年、第二次世界大戦では、金沢に爆弾が落ちなく、築
城から４３０年、一度も戦火に遭った事のない平和都市です。
世界中でも戦争体験のない都市は金沢市とチューリッヒの
み、との事です。この戦火に遭わなかった金沢だからこそ、
「保存と開発」、「伝統と確信」という二律背反する命題の
調和に取り組む事が、まさに宿命だといえます。氏はこれ
らの経緯と事情を背景に、金沢のまちづくり、文化と産業
についてパワーポイントで掲示画面を示しながら、話され

ました。非常に興味深く拝聴致しました。
　午後３時、コンサートホールに据えられたパイプオルガ
ンからのバッハ「トッカータとフーガ」の調べで大会式典
の始まりです。
　石川県建築士会副会長の田尻フミエ氏の開会宣言、国歌
斉唱・物故者追悼・建築士会綱領朗読に続き、主管県会長・
石川県建築士会会長　照田繁隆氏の挨拶、次に主催者であ
る日本建築士会連合会会長　三井所清典氏の挨拶と続きま
した。
　表彰式では①功労者連合会会長表彰　②伝統的技能社表
彰　③連合会賞　④実践活動表彰　が行われ、我が奈良県
建築士会から３名が表彰されました。
　次に来賓祝辞があり、①国土交通大臣・石井敬一氏の挨
拶を代理の杉藤担当官から　②石川県知事　③金沢市長　
④大韓建築士協會會長の挨拶がありました。続いて来賓の
紹介・祝電披露がありました。
　式典も後半に入り、石川県建築士会会長　照田繁隆氏・
日本建築士会連合会副会長　岡本森廣氏とで、「大会宣言の
朗読」。
　最後に次回開催の第５９回建築士会全国大会「大分大会」　
大分県建築士会への大会旗の引き継ぎが行われ（石川士会
⇒連合会⇒大分士会）、次期開催地・公益社団法人　大分県
建築士会会長　井上正文氏のご挨拶。
　石川県建築士会副会長の閉会の挨拶で式典は終了しまし
た。式典後は奈良県建築士会会員での懇親会が盛会に行わ
れました。

8

第５８回建築士会全国大会「石川大会」レポート

（記・桜井支部　松尾憲治）
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平成２７年度　日本建築士会連合会会長表彰・伝統的技能者表彰
 ―第５８回建築士会全国大会石川大会にて―

　平成２７年度日本建築士会連合会会長表彰、伝統的技能者
表彰が行われ、奈良県建築士会より会長表彰を奥村利文様
（天理支部）、吉田輝滋様（高田支部）、技能者表彰を今西
清秀様（宇陀支部）がそれぞれ受賞されました。当日受賞
式にご参加されたおふたかたよりコメントをご寄稿頂きま
したので掲載いたします。

■天理支部　奥村利文さんより

　このたびは日本建築士会連合会長表彰を受賞し、光栄の
至りに存じます。賞を頂いた事に素直に喜び感謝していま
す。本当に有難うございました。
　聞くところによると、この表彰は、長年建築士会の活動
と発展に貢献された方に与えられるとの事です。
　私の士会活動をふり返ると、建築士会に入会してはや３９
年経ちますが、最初の１７年間は名前だけの会員で「士会奈
良」も封を開けず積み上げた時期もありました。そしてひ
ょんなことから平成６年に支部長から編集委員会に所属し
てほしいと頼まれ、素直に了承しましたが、想像以上の忙
しさとハイレベルにアップアップしていたのを思い出しま
す。自分なりに与えられた仕事を黙々とこなして、何とか
１０年間務まりました。今度は支部長職と制度特別委員会委
員長の兼務、「まあー何とかなるだろう！」との思いで務め
ました。そしてその間、副会長職を１期務めましたが、三
つの兼務はさすがに大変でした。しかし、幸い会員の皆様
に協力を賜り、務められたことに感謝しています。また未
熟な私を今日まで御指導頂き、育てて頂いた諸先輩の方々
に感謝しています。おかげさまで士会での発言・行動に際
して「是是非非」で貫く事が出来た様に思います。現在は
支部長職を後任に譲り、士会に新しい風を送り込んでいま
す。こうした事から少しは建築士会に貢献できたのかなー
と思っておりますが？…。また今回の受賞に際し、私を推
薦して頂いた理事の方々に重ねてお礼申し上げます。
　まだ重責の制度特別委員会委員長の職がありますので、
これからも驕ることなく、受賞の重みを受け止め、身を引
き締めて士会発展のために微力ではありますが働かせて戴
く所存ですので、皆様方の温かいご指導・ご鞭撻を賜りま
すよう、よろしくお願いいたします。

  

■宇陀支部　今西清秀さんより

　この度、第５８回建築士会全国大会に、伝統的技能者表彰
という、名誉な賞を私のような者に、頂けることになるな
んて誠に嬉しく、回りの多くの方々はもちろん建築士会の
皆さんに支えられた自分だったのだと、今さらに実感させ
られています。ありがとうございました。
　中学校卒業以来父の足下に習い気が付けば、４９年の大工
職人として生かされていました。建築士としても、独学で
学んだ道４２年間だった事に嬉しさと涙が出ます。士会の活
動には消極的な方でも多年に渡たり宇陀支部のお役目を授
かり、宇陀支部長にまで引き上げてもらい多くの会員さん
に仲間入りさせてもらい、井の中の蛙も大海に出た思いで
した。
　仕事面では、日本の経済にも波があり、良い時もあった
けど、今は大変努力のいる時期のようです。
　多くは、木造建築の施工が中心だったので多くの手形が
残っていて嬉しいです。今後も自分にできる仕事を探して、
日本建築の良さを残したいと考えています。

左　今西氏　　　右　奥村氏
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　橿原支部様企画により、橿原・桜井・宇陀支部の有志１３
名でバス１台により全国大会に参加しました。
　初日午前７時に橿原神宮前駅を出発し、八木駅前で私た
ちは乗車しました。中型のサロンカーでしたので室内はと
ても広くて快適でした。朝の渋滞もあって北陸自動車道に
入るのに時間が掛かりましたので、当初予定していた金沢
市内の「ひがし茶屋街」へは時間の都合で見学出来ません
でした。
　翌日私達は全国大会のエキスカーションコースと同じル
ートで白川郷と飛騨高山へ伺いました。午前８時にバスに
乗り込みました。最初に白川郷に着く手前の高台に降り立
ちました。この高台から見下ろすと、白川郷全体の景観が
見られ、晩秋の紅葉が始まっているのが一望できました。
里に降り川を渡りますと、世界遺産白川郷合掌造りの集落
が広がってきました。厚さ４０センチ程の茅葺きの屋根が郷
土の景色に存在感を与えてくれました。重要文化財の名善
寺郷土館に見学させていただきました。庫裡から入場し階
段を上って２階、３階に着くと、蚕の養殖の道具が展示さ

れていました。内部は少し煙が漂っていました。１階の囲
炉裏で炭が炊かれていました。これをすることによって、
蚕の養殖の温度調整と、何より茅葺き屋根の寿命が長く保
たれる為だそうです。余りゆっくりと見学していましたの
でお土産を買いそびれてしまい、次の目的地に出発しまし
た。

　一路東海北陸自動車道を飛騨高山に向かって走行してい
ると、周りの景色が一面紅葉していてとても綺麗でした。
高山に到着すると、１時間程度の自由散策時間がありまし
た。古い町並みに向かうと観光客で大変な賑わいで通りを
歩くのが大変でした。土産物屋さんと酒蔵が沢山有り、酒
好きのわたしとしては、真っ先に酒蔵へ入場しました。ざ
っと数えただけで通りに４件、どの蔵に入ろうかなと迷い
ました。案の定、中は満員……買う物を早く決め、レジに
並びましたが長蛇の列、ゆっくりと見学ができませんでし
た。奈良の街並みもこれくらい賑やかであってほしいなと
つくづく思いました。
　昼食はバイキングでお腹いっぱいになり、その後飛騨の
お土産を買い一路帰宅のバスに乗りました。久しぶりのバ
スの旅でした。
　橿原支部の企画で参加させていただきありがとうござい
ました。

10

飛騨高山を訪ねて

（記・宇陀支部　小松原寛俊）
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　今回は「ヘリテージマネージャーと職人との連携による
伝統建築の保全と文化の継承」をテーマに、開催地である
石川県の取組み・活動に学び、関連する各地の取組みを報
告することにより、伝統建築文化をいかに保全し継承して
いくか、ヘリテージマネージャーの役割、職人との連携に
ついて議論を深める主旨で行われた。
　報告は５事例
始めに「金沢職
人大学校による
伝統建築の保
全」と題して、
石川県建築士会
の武藤清秀氏が
報告された。大
学校は平成８年
８月設立、本科は「つくる技術」として職歴１０年以上の職
人を対象に３年間研修し、金沢匠の技能士に、また平成１１
年から発足した修復専攻科では「伝える技術」として本科
修了生や設計士等対象に、無償で３年間研修し、歴史的建
造物修復士に夫々金沢市が認定し、伝統建築の保全に寄与
していることを報告。
　次に同県まちづくり員会小林吉則氏が「能登地震時の建
築士と職人との連携」を題に、地震により傷ついた土蔵の
修復を職人と建築士の連携により対応することで、「蔵を活
かしたまちづくり」として活性化できたことを報告した。
　３番目の事例は宮崎県建築士会の松下宏氏が文化遺産を
活かした地域活性化事業の中で「匠のわざを学ぼう「職人
塾」シリーズ講演会」を企画したことを報告。４番目の事
例は神奈川県建築士会池田誠之氏が「職人によるヘリテー
ジマネージャー講座の実施」と題して、ヘリテージマネー
ジャーと職人との協働連携による歴史的建造物の保全活用
を報告。５番目の事例は静岡県建築士会塩見寛氏が「職人
組合との協定書の締結」と題して歴史的建造物の維持・保
全・活用に関する協定書を締結、平時だけでなく地震など
の非常時での対応について協力関係を共有化していくこと
を目的としていることを報告された。
　質疑応答では、職人さんと連携に至った経緯や繋がり方
について質問がでていた。またこの大会は建築士のみの大
会にせず、関連する方々も参加できる大会にしてもらいた
いと要望が出ていた。
　今回の大会は、歴史的建造物を建築士だけで考えるので
はなく、その建造物に携わる様々な人との協働によって保
全活用をすすめていくことも重要なことであると感じた。
 （記・橿原支部　紀本澄男）
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「全国建築士フォーラムin石川」に参加しました
　１０月２９日（木）全国大会石川大会前日の夜に行われた
「全国建築士フォーラムin石川」に参加しました。
　第６回を迎える今回は、「あつまれ！青年建築士〜魅力あ
る未来社会につなぐ地域実践活動〜」と題して、全国７ブ
ロックの青年大会等にて選出された事例を紹介します。
　建築士会の求められる公益性に対する基幹事業のひとつ
として全国の地域実践活動があげられます。日頃の成果発
表とともに座談会形式で発表者と参加者が語らいながら研
鑽し、活動のさらなる発展、波及、相互理解などの可能性
を探る目的の参加型発表会です。
　賛同する活動に投票をして、最優秀賞（最多獲得）、優秀
賞（次点）を決定し、大会式典内にて表彰されます。
　今回の発表者は北から順に、北海道後志、山形県、長野
県、愛知県、滋賀県、愛媛県、佐賀県の方々からの発表の
後、各道府県ごとの座談会会場に移り詳細の説明を受けた
り、質問を行う時間があります。全国各地から選ばれた事
業なので各事業の内容も充実しており、事業担当者の説明
も関心を持って集まった青年委員の質問にも自然と熱が入
ります。奈良県の青年委員も積極的に質問を出し、アイデ
ア、熱意を少しでも単会に持ち帰ろうとする姿は、青年委
員長としてとても嬉しく感じました。
　厳選なる審査の結果、長野県（関東甲信越ブロック）の「ま
ちづくりの変革に挑む〜小諸のまちなみと市民の声〜」が
最優秀賞に選ばれました。長野県小諸市のまちづくりを士
会と大学の協同体制で行う中、専門家の偏見を払拭し市民
目線に立ちかえるため、あえて役割を逆転させ「専門家の
素人目線」で運営されたのが特徴です。書籍化もされて結
果の公表も怠らないのはさすがの一言です。
　愛知県（東海北陸ブロック）「君も未来の建築士！体感し
よう、力と強さ！」は子供たちが紙の柱で支えた板に何人
乗れるか。というゲームから楽しみながら構造を学ぶ事業
の発表がありました。使える紙には制限があり、どのよう
な柱にするかは子供の発想にゆだねられます。愛知県の委
員長と詳しくお話を伺う中で、１２月に事業に行うので見学
に来ませんか。とありがたいお誘いをいただきました。有
意義な時間になるようしっかり学んできます。全国での活
発な活動を目の当たりにして、早速に見学に行ける出会い
がある。これこそが全国大会の醍醐味だと強く感じていま
す。
　全７ブロックの発表内容は、日本建築士会連合会ホーム
ページの青年委員会ページに投稿されています。ぜひご覧
ください。
 （記・青年委員会委員長　中谷耕三）

全国大会
第３回全国ヘリテージマネージャー大会レポート
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　２０１５年１０月３日（土）、第２３回地域実践活動発表会「近畿
あーきてくと」が、高野山大学にて開催されました。近畿
建築士会協議会青年部会で平成６年より開催しており、今
年で２３回目になりました。この発表会は、近畿２府４県の
建築士および一般市民や団体等が、ボランティアまたは業
務として係わる地域に根差した様々な社会貢献活動の発表
の場となっています。そして今年は、高野山開創１２００年に
あたり、その永きにわたる歴史に光があたっています。今
年のテーマは、『継ぎ伝える』です。自身と、これまでの活
動を振り返るいい機会ととらえ、新たな一歩を踏み出す機
会となる発表会になりました。

　今年は２府４県から１組ずつと学生１組の、計７組のみ
なさまに発表をしていただきました。各発表者から、「継ぎ
伝える」というテーマにふさわしい素晴らしい活動報告を
聴かせていただきました。奈良県からは、今西酒造㈱代表
取締役　今西将之氏に、「酒の神が鎮まる地　奈良・三輪ガ
イド付き聖地巡盃ツアー」というテーマで発表していただ
きました。今西氏は地元経済の後退をきっかけに、自身の

職能を生かし、地域経済の活性化を図る活動をされていま
す。その内容は、ガイドとともに大神神社・三輪町を歩き、
酒造りの聖地ならではの神と酒、暮らしと酒の深いつなが
りを体験し、地元にある食事処での食事や土産物屋での買
い物を経た後に酒蔵見学などを行います。酒蔵見学では利
き酒体験はじめ、利き酒手法・ラベル表示の見方等も蔵人
自ら伝授するなど、「地域連携」をしながらサービスレベル
の向上を図り、多くの体験者を獲得しているといいます。

　また、学生の発表として和歌山工業高等学校の方々に発
表して頂きました。今年のテーマである、「継ぎ伝える」と
いうテーマにふさわしく、これからを担う若い皆さまの技
術の研鑚や協力して行われた「ものづくり」に関して、素
晴らしい報告を聴かせていただきました。
　今回の事業は設営までの準備期間が非常に短かったのに
もかかわらず、近畿建築士会協議会青年部会の担当委員の
方々はじめ、多くの関係者の皆さまのご尽力により、素晴
らしい報告会になったと思います。さらに、この報告会は
今年で２３回目と回数を重ねており、その歴史を感じました。
　今後はこれまで以上に、建築と地域との関わりを考えて
いく機会が必要になってくると思います。各地での活動を
広く公表し、存在を広く知らせることでその後の自らの仕
事や活動に役に立つ情報につながってくるのではないかと
思います。
 （記・青年委員会　大川　碧）
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青年委員会
「近畿あーきてくと」を開催しました
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開催日時　　平成２７年１２月５日（土）
　　　　　　６：４５～２０：００
開催場所　　午前　書写山円教寺　・　午後　姫路城
　晩秋の１２月５日桜井支部では、姫路書写山円教寺と姫路
城への研修会を開催させて頂きました。今回はいつもより
少し早い出発となりましたが総勢１８名参加頂きました。桜
井を出発したバスは、一路姫路市書写山へ向かいました。
書写山円教寺へはロープウェイを４分程度乗り山上駅に到
着。駅から山道を歩き仁王門をくぐれば西の比叡山と称さ
れる天台宗三大道場の一つ西国２７番札所であり康保３年
（９６６）に 性 

しょう

 空 上人によって開かれた、また「この山に登る
くう

ものは菩提心を起こし、峰に棲むものは六根を浄められる」
とされ僧侶の修行の道場としても栄え、境内には多くの重
要文化財が現存しており、気のひきしまる思い出で歩いて
いますと、まず京都の清水寺に似た摩尼殿が、そびえ立っ
ており大きく張り出た舞台の木組みが美しく印象的でした。

　さらに奥に歩くと、そこには三つの堂と呼ばれる大講堂、
食堂、常行堂の三つの建物がありました。近年、映画ラス
トサムライ・大河ドラマ・武蔵や軍師官兵衛のロケ地にな
ったそうです。食堂は入母屋造で二階建て正面には高欄が
付き桁行十五間の見ごたえのある大建築でした、時間の都
合で駆け足の見学となったため改めて訪れてみたいです。

　午後からは、姫路城の見学をさせて頂きました。快晴に
恵まれ白く輝く大天守はまさに白い鷺が舞い立つようにみ
えました。大天守の保存修理工事が平成２７年３月完了した
ので大勢の見学者で行列ができていました。

本丸からの大天守（一層目千鳥の鯱は天守入口の目印）

　城内の入り口からはボランティアガイドさんに案内して
頂きました。ガイドさんのお話の中で印象的だったのは、
外部では歴代の城主が修繕の際に変えた瓦紋、輝政から三
代続き、現在の姫路城を築城した池田家の家紋は揚羽蝶
（写真下中央）で、最後の城主でもあり１０代１２０年間城主を
継いだ酒井家は剣酢漿（上中央）、その間入れ替わりを繰り
返したのが本多家、松平家（二家ある）、榊原家の四家で、
徳川四天王の本多家は三つ葉立葵（下右）、榊原家は源氏車
（下左）、松平家が三つ巴（上左）と教えて頂き各所の軒先
瓦を見るのが面白かったです。次に天守入口へと進み内部
の説明では大天守の各ブロックの建て柱の位置はまちまち
で横揺れの弱点を補うための芯柱（高さ２４．６ｍ根本直径９５
㎝）が天守中央部の東西に２本地下から６階まで伸び強度
を保っていると聞き、軸組の模型と実際の大柱を見て城郭
建築の特性を見ることができました。

　今回改めて木造建築の素晴らしさ、また先人の技術力・
デザイン力を感じ、勉強させて頂いた研修会でした。
　最後に幹事様ご参加頂きました皆様有難うございました。
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　生駒支部では、１１月２８日（土）生駒市図書会館にて、第
５回　あかりセミナー『快適生活にあかりの技あり』を開
催いたしました。
　これまで、生駒支部のあかりセミナーでは、第１・３回
は、株式会社大光電機、中尾晋也氏をお招きして学習編と
題し照明計画・器具などについて学び、第２回は、照明器
具作り編とし、あかり工房吉野の坂本尚世さんによる和紙
と檜の単板を使った器具作りを楽しみ、第４回は、造形作
家　藤堂敏氏による紙を題材に手を動かして照明器具をつ
くるイベントを開催してきました。
　今回は、第４回開催より６年の年月が経ち照明業界は、
ＬＥＤ時代が到来しました。これを機会に新たな「あかり」
とのお付合いの「技」を学べればと生駒支部では再び大光
電機、中尾氏にお越しいただきました。

　まずは、自然界のお話から。四季の風景、自然界の光は
ドラマを創りだし、自然の日差しや緑は、人々の心を癒し
夕日は心を落ち着かせる。その自然界における虹について
我々日本人は７色と思っているが欧米人は５色と思ってい
るらしく欧米人には、橙色や藍色の区別が難しいらしいで
す。
　また、中尾氏が以前、ある老舗百貨店のロゴの色につい
て外国のデザイナーの方と打合せをしていく中でグリーン
とブルーの色の感覚にずれが有、論争したことがあったそ
うです。海外の方とお仕事する時は、お互いの色の認識の
違いからスタートするのが賢明かもとの事でした。
　この様に、自然界のあかりが我々の心に与える影響や日
本人と欧米人のあかりの見え方の違いをお聞きしながらい
よいよ我々にとって特に身近な「加齢と視覚」についての
お話です。
　人は、同じ人でも明るさが明るければ視力は上がり暗い
と視力は低下するとの事です。また、視力のピークは、１２，、
３歳頃でその後は、低下していくとの事。

　しかしながら若年者と高齢者のお部屋の全般照明の照度
基準は、若年者で３０～１５０　lxに対して、高齢者は５０～２５０　lx
の約１．５倍あれば良く、大切なのは、作業照明、要するに本
を読んだり調理をしたりする手元のあかりを明るくしてあ
げる事が大切だということです。また、高齢者は白熱灯の
あかりの方が見え易いとの事でした。

　私達は、ついつい加齢に伴い明るさを優先にしてしまい
がちで白く明るく照りつけるお部屋の中に高齢者を住まわ
せてしまっているのではないか？ふと思い返してみました。
　この様な中、ＬＥＤ照明は日々進歩し発光効率が２００ 
lm/wとなれば原子力発電所１７基分の削減が可能となるか
もとの事です。これからＬＥＤ照明は、付加価値の時代に
なっていくようです。
　そこで中尾氏はカテゴリーを４つに分け
　　①快適なあかり　　②生活のあかり　
　　③楽しむあかり　　④安心のあかり　　
についてお話していただき、私は特に④安心のあかりにつ
いてのお話が興味深かったです。
　日本人の高齢者は、欧米人に比べ認知症の発症率が高い
と言われているそうです。その原因の一つに日本人と欧米
人のあかりのライフスタイルの違いがあるのではとの事で
す。日本人は、朝起きて夜寝るまで平均６０００Ｋ程度の同じ
明るさの下で生活するのに対して欧米人は、朝昼夜と明る
さを調整しながら生活をしている。日本人は、夜、強い光
を浴びることで体内時計がくるってしまうことが関係して
いるのではと言われているようです。
　そしてまた、メラトニンの分泌を白い光がおさえてしま
い本来暗くなるにしたがって分泌されるはずのメラトニン
が抑制され睡眠障害などにつながるとも考えられるとの事
でした。
　望ましいのは、朝、昼間は白い光、夜は電球色というこ
とで白熱灯の様な色温度を調光出来るＬＥＤ。大光電機で
は「温調」の出来るＬＥＤダウンライトがあるとの事です。
　今回もまた、たくさんの「あかり」ついてのお話をお聞
きする事が出来、あっという間の１時間半でした。
 （記・生駒支部　寺岡春恵）

14

生駒支部
第５回　あかりセミナー
『快適生活にあかりの技あり』報告



S　H　I　K　A　I 　　N　A　R　A　 　2　0　1　6　■　　

　１１月８日（日）三重県建築士会青年委員会さんにお招き
を頂き伊勢神宮の参拝とおかげ横丁の散策ならびに外宮に
あります式年遷宮記念せんぐう館を見学に行きました。
　この事業はこれまで数年に渡って三重県と奈良県の青年
委員会が交互にホスト役となり、お互いの建築士同士のつ
ながりを深めようと始めた事業となります。
　当日は小雨の降る中、伊勢神宮の鳥居の前に集合すると
小雨ならではの情緒があり、神秘的な雰囲気の中境内を歩
くことが出来ました。
　また、今回は特別な参拝形式である「 御  垣  内  参  拝 」と呼

み かき うち さん ぱい

ばれる体験をさせていただきました。これは、伊勢神宮の
 御 
ご

 正 
しょう

 殿 を幾重にも囲む 玉  垣 の中で参拝をすることを御垣内
でん たま がき

参拝（特別参拝）と言い、式年遷宮への奉賛の寄進をした
ことへの、神宮からの返礼としての意味合いがあるそうで
す。
　お祓いの後には神職の案内により一般拝所よりもさらに
内側の外玉垣南御門内にて参拝もさせていただき、ふだん
着なれないスーツのせいもあり背筋がシャキッと伸びた参
拝となりました。
　その後、神楽殿にて御神楽を上げさせていただきました。
厳粛な雰囲気のなか荘厳な雅楽が響き渡り、ふだん見る機
会のほとんどない神楽の舞を見て大変感動しました。

［神楽殿　全景］

　御神楽を見た後は昼食会場へ向かう道中に、おかげ横丁
があり昼食前にも関わらず思わずお土産の物色をしながら、
試食コーナーに並んでしまうメンバーも。

 ［赤福本店］

　昼食をお腹一杯いただいた後は、外宮にある式年遷宮記
念せんぐう館の見学に向かいました。ここでは神宮や神宮
の式年遷宮の内容が分かりやすく展示されていて、社殿造
営や御装束神宝奉製の技術を見学しました。
　せんぐう館のメイン展示の神殿造りの構造が再現された、
外宮正殿原寸大模型は圧巻でした。歴史的価値の高い建築
群とその中で継承される文化と技術の素晴らしさなど、日
本人にしか継承できない心意気のようなものを再確認でき
る一日となりました。

［神楽殿での集合写真］

　今回の見学会は三重県建築士会青年委員会のメンバーが
ホスト役として案内いただいたおかげで大変貴重な体験が
できました。
　来年は奈良県建築士会青年委員会がホスト側として三重
県さんをお迎えするべく現在見学先候補を精査している状
況であります。今後も三重県建築士会青年委員会さんとは
所属地域は違っても、お隣付き合いしあえる関係でありた
いなあと思います。

奈良県委員長中谷耕三氏（左）　三重県委員長大渡誠一氏（右）

 （記・青年委員会　藤山昭生）
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「三重県・奈良県建築士会青年委員会合同見学会」
 に参加しました
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　去る平成２７年１１月２８～２９日に教育事業委員会・女性委員
会・青年委員会の３委員会による合同見学会を行いました。
今回は青年委員会が担当委員会となり２４名の参加のもと、
岡山～鳥取方面を巡ります。
　まずは岡山県のグリーンヒルズ津山リージョンセンター
に向かいました。このセンターは１９９８年に竣工した芸術文
化施設です。当日は他の講演会が開催しており詳しく内部
の見学はできませんでしたが計画当時の設計者の理想とす
る周囲の環境との調和がそこここに表現されているような
建築物でした。
　津山リージョンセンターの見学を終え、津山洋学資料館
を見学しました。この資料館は「津山洋学五峰（宇田川玄
真・箕作阮甫・津田真道・宇田川玄随・宇田川榕菴）」と称
される五人の学者をモチーフにして、五角形の形を基本と
して設計されています。資料館は津山城東町並み保存地区
内にあり、江戸時代の街並みが現在にまできれいに保存さ
れていて平成２５年８月に国の重要伝統的建造物群保存地区
に指定されました。
　城東地区の見学を終えて、一行は奈義町現代美術館へ向
かいました。磯崎新氏の設計による美術館で、作品と建築
物が一体となっているような美術館でした。美術館の内部
には奈義町立図書館が併設されていて、図書館においても
利用者の目線に立った動線計画が計画されていました。
　奈義町現代美術館の次は、鳥取県に入り石谷家住宅の見
学に向かいます。鳥取県八頭郡智頭町の智頭宿にある近代
和風建築で、国の重要文化財に指定されています。石谷家
は屋号を「塩屋」と称した近世以来の商家で、明治以降は
山林地主として栄えたそうです。それもそのはず、敷地面
積は約１０，０００㎡もあり広大な池泉回遊式日本庭園を中心に
配された部屋は４０、土蔵は７つもあります。圧倒的な商家
のスケールに目を丸くして説明を聞かせていただきました。

　２日目は午前９時にホテルを出発し、ホテルの近くに位
置する仁風閣の見学に向かいました。仁風閣はフレンチル
ネッサンス様式の木造西洋館です。中国地方屈指の明治建

築として名高く、１９７３年６月２日に国の重要文化財に指定
されています。また、１９０７年にのちの大正天皇の山陰行啓
時の宿泊施設として経緯もあり、最近では映画のロケ地と
しても利用されていました。

　仁風閣の次は、砂の美術館です。砂の美術館は鳥取砂丘
の一角にあり、世界で初めての全天候型の砂像彫刻を展示
する全天候型の美術館です。訪れた当日は「砂で世界旅行・
ドイツ編」が開催されていて、砂と水だけで作ったとは思
えないほどスケールの大きな作品で展示室は埋め尽くされ
ていました。
　美術館を出るとそこには雄大な鳥取砂丘がありました。
私は初めて鳥取砂丘に来ましたので、降り出した雨もお構
いなしに砂丘を歩いてきました。前評判通りすごい起伏の
砂丘に足を取られながら歩いていましたので、集合場所に
戻ってきたときには足元がフラフラの状態でした。
　鳥取砂丘を後にして賀露港にて昼食とお買いものをした
後、奈良へ向けて帰路につきました。２日間のハードスケ
ジュールでしたが注目すべき建築をいろいろと見ることが
できて意義深い見学会になったと思います。
　最後になりましたが、参加いただきました会員の方には
深く感謝申し上げると共に今後とも見学会等のご参加をよ
ろしくお願い申し上げます。
 （記・青年委員会　藤山昭生）
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教育・女性・青年委員会
３委員会合同見学会報告





毎月１回１日発行　

編集後記

１（金）　 　元日

４（月）　事務局仕事始め

１１（月）　 　成人の日

１６（土）　近畿建築士会協議会青年部会　和歌山
会議

１７（日）　奈良県地域文化財建造物専門家スキル
アップ講習会（第４回）

２１（木）　奈良県被災建築物応急危険度判定士養
成講習会 （奈良県文化会館）

２７（水）　住宅無料相談会 （奈良県建築士会館）

２９（金）　新年大交歓会
 （奈良国立博物館地下レストラン）

３１（日）　１、２級及び木造建築士合格者祝賀会

●

●

2016年1月Calendar

　昨年もっとも印象に残ってい
ることは、旭化成建材に端を発
した、杭打ちデータ改ざん及び、
データ流用問題です。かつての、
姉歯事件（構造計算書偽造問題）
を思い出します。ただ、前回は
個人の問題であったのが、今回
は、業界全体に普及していくか
もしれません、今後、この問題
のせいで、杭打ち工事自体に不
信感がより生じていくかもしれ
ませんし、杭打ち工事に於いて
データ改ざんが確認できない物
件については、市場から敬遠さ
れ、また、今まで以上の作業と
時間が必要となり、建設費の高
騰をまねくかも知れません。こ
の問題は当分の間、建設業界に
暗い影を落とすかもしれません。

このような状況の中改めて、本
年が良い年であることをお祈り
いたします。
 （記・藤井靖彦）

１１（木）　 　建国記念の日

２０（土）　青年委員会　奈良の森と木と家のフェ
スタ（橿原イオンモール）　２／２１まで

２４（水）　平成２７年度第４期定期講習
 （ホテルリガーレ春日野）

 住宅無料相談会 （奈良県建築士会館）

●
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